






















年度には、政府系の援助として 3 月と 10 月に、2008 年度は 8 月から 9 月にかけて食糧援
助が実施されていた。また国際 NGO である World Vision (WV)についても資料を収集し、
2007 年 10 月からあらたな援助プログラム（C－FAAM）が実施されていることがわかり、
対象地区と世帯数のリストを入手した。 
③ 政府とNGOによる食糧援助の配付現場の現地調査 
今回の調査期間中に、政府による食糧援助が実施されていたこともあり、穀物の運搬から
配付者リストの作成、配付にいたる援助食糧の一連のプロセスについて、現地調査を行っ
た。その結果、現場レベルのさまざまな課題があきらかになり、政府のガイドラインとは
異なる運用の実態もわかってきた。 
 
今後の課題と調査計画 
 2009 年度は、これまでの調査結果をふまえながら、さらにシナゾングェ地区における食
糧援助がローカル社会にどのようなインパクトをもたらしているかを現地調査にもとづい
てあきらかにする。とくに、食糧援助の配付によって、村の分裂が進んできた事態に注目
し、どのような背景で村の分裂が起きているのか、そうした状況の変化が農村社会のレジ
リアンスといかなる関係にあるのか、注目して調査を進めたい。 
 
